


〔目的〕 

 従来より川崎病の同胞例は,全症例の 1～2%に存在することが指摘されている。これは同

胞間に偶然発症する期待値を大きく上回っている。これが個体側に問題があるのか,あるい

は何らかの因子の暴露を示すものかを検討する。 


